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 初島 (1998)が西部地区方言にも当てはまるか調べるため、初島 (1998)のアンケートをも
とに発表者が作成したアンケートを使い調査を行った。ここでは、A. ヒト名詞とヒト名詞
以外、B. 人称、C. 総記と中立叙述、D. 尊卑の 4 つの点における違いを明らかにする。 
 
2.1. コンサルタント 
 コンサルタントは、0～15歳までを佐賀西部地区で過ごした男女 25人(男 15 人/女 10人、
以下( )内は男女の数を示す)である。内訳は、10～20 代の若年層が 7 人(4/3)、30～40 代の
中年層が 9 人(6/3)、50 代以上の老年層が 9 人(5/4)である。 
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2.2. 調査に使用する文 
 調査 1 で使用した例文を、以下の表 1 に示す。 
 
表 1: アンケート 1 に使用した例文 
  人称の例文   人称以外の例文 

































を加えた。アンケート 1 に使用した主語を以下の表 2. に示す。 
 
表 2: アンケートに使用した主語 
a. オイ: 一般に男性が使うもの 
一人称 
b. ウチ: 女性が使うもの 
c. アンタ: 佐賀で広く使われる代名詞 
二人称 
d. オマエ: 特に男性が、親しい間で使う 
e. アイ: 佐賀方言で他称代名詞にあたる表現、やや見下した印象 
f. オバッチャン: おばさんの意 
三人称(ヒ
ト) 
g. 先生: 敬語を使う対象だと考え採用 
h. これ: 指示代名詞 
i. グラフ、辞書、etc.: モノ名詞 
ヒト名詞以
外 
j. このグラフ、この辞書、etc.: この＋モノ名詞 
  佐賀方言における主格助詞「ノ」と「ガ」について 





3. 調査 1の結果と考察 

















































































































































図 1: 一人称(a. オイ、b. ウチ) 図 2: 二人称(c. アンタ、d. オマエ) 
図 3: 三人称 
(e. アイ、f. オバッチャン、g. 先生) 
図 4: 人称以外 
(h. これ、i. モノ名詞、j. この＋モノ名詞) 
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 図 5-1. ～図 5-4. を見てみると、敬語を使ったいくつかの例文では「ガ」のみ使用する
という人が少ない、または「ノ」のみ使用するという人が多い傾向があることが分かる。








4. アンケート調査 2  
 アンケート調査 1 の結果から、「ノ」と「ガ」の使い分けには尊卑や総記という要因が 
図 5-1: 尊卑［1-1］ 
(c. ｱﾝﾀ、d. ｵﾏｴ、f. ｵﾊﾞｯﾁｬﾝ、g. 先生) 
図 5-2: 尊卑［1-3］ 
(c. ｱﾝﾀ、d. ｵﾏｴ、f. ｵﾊﾞｯﾁｬﾝ、g. 先生) 
図 5-3: 尊卑［1-5］ 
(c. ｱﾝﾀ、d. ｵﾏｴ、f. ｵﾊﾞｯﾁｬﾝ、g. 先生) 
図 5-4: 尊卑［1-7］ 





































































  佐賀方言における主格助詞「ノ」と「ガ」について 





 コンサルタントは、0～15 歳までを佐賀西部地区で過ごした男女 34 人(18/16)である。内
訳は、10～20 代の若年層が 11 人(4/7)、30～40 代の中年層が 14 人(9/5)、50 代以上の老年
層が 9 人(5/4)である。 
 
4.2. 調査に使用する文 
 今回の調査では、久野 (1972)と神部 (1981)を参考に発表者が作成したアンケートを用
いた。上記の 2 つの先行研究のそれぞれが、中立叙述、総記、尊敬、見下しの例としてあ
げていた文をもとに、よりわかりやすい例文を作成し、必要があれば発表者自身が考えた
例文も加えてアンケート調査を行った。調査 2 で使用した例文を以下に示す。 
 
表 3: アンケート 2 に使用した例文 
  種類 佐賀方言 標準語 
1 中叙 ドガンシュー、娘(ノ／ガ)風邪ヒキヨッタ。 大変だ、娘が風邪ひいた。 
2 中叙 オヤ、太郎(ノ／ガ)キタ。 おや、太郎が来ました。 
3 中叙 ウチンクラスハ 5 人(ノ／ガ)男デ 6 人(ノ／ガ)女バイ。 私のクラスは 5 人が男で 6 人が女です。 
4 総記 アイ(ノ／ガ)ロシア語シットーバイ。 あいつがロシア語を知っているよ。 
5 総記 太郎ト次郎(ノ／ガ)金持チバイ。 太郎と次郎がお金持ちです。 
6 総記 天プラヨイ刺身ノ方(ノ／ガ)ウマカー。 天ぷらより刺身の方がおいしい 
7 総記 日本ジャ東京(ノ／ガ)一番住ミヤスカー。 日本は東京が一番住みやすい。 
8 尊敬 神様(ノ／ガ)オンサー。 神様がいらっしゃる。 
9 尊敬 先生(ノ／ガ)コイバ書キンサッタ。 先生がこれをお書きになりました。 
10 尊敬 オバッチャン(ノ／ガ)キンサッタラコイバ渡シトイテ。 おばさんがいらしたらこれを渡してね。 
11 見下し ウチニ空キ巣(ノ／ガ)入ッタ。 うちに空き巣が入った。 
12 見下し ワイ(ノ／ガ)オッケン負ケタヤロー。 お前なんかがいるから負けたんだ。 
13 見下し アイ(ノ／ガ)来タバイ。 あいつがきたよ。 
14 身内 ウチン息子(ノ／ガ)先生ニナッタ。 うちの息子が先生になった。 
15 他人 アスコン息子(ノ／ガ)先生ニナッタ。 あそこの息子が先生になった。 
16 中叙 大部分ノ学生(ノ／ガ)1 人暮ラシバイ。 大部分の学生が 1 人暮らしです。 























































3 人のみで、そのうち 2 人は県外在住歴の






図 6: 中立叙述 図 7: 総記 































  佐賀方言における主格助詞「ノ」と「ガ」について 







































図 9: 尊敬 図 10: 見下し 
































































と言える。また、尊卑における使い分けについては調査 1 と調査 2 で違った結果となった。
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